
町田市教育に関する総合的な施策の大綱（素案）の市民意見募集について 

２０１５年４月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により、地方公共

団体の長は、地域の実情に応じ、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以

下、「教育大綱」という）を定めることとされました。これを受けて町田市では、２０１５年

に第１期教育大綱を、２０１９年に第２期教育大綱を策定し、教育に関する様々な施策を推

進してきました。 

 この度、２０２４年度から始まる第３期教育大綱について、別紙のとおり素案を作成し、

以下のとおり市民意見募集を実施します。 

１ 第３期教育大綱（素案） 

別紙「町田市教育に関する総合的な施策の大綱（素案）」のとおり 

２ 意見募集の実施概要 

（１）実施期間  

２０２３年１０月１日（日）～２０２３年１０月３１日（火） 

（２）周知方法 

  広報まちだ、市ホームページ 

（３）資料閲覧および配布場所 

企画政策課（市庁舎４階）、市政情報課（市庁舎１階）、広聴課（市庁舎１階）、各市民セ

ンター、各連絡所、男女平等推進センター、各子どもセンター、教育センター、各図書

館、町田市民文学館、生涯学習センター、市ホームページ 

（４）意見の提出方法 

窓口への提出、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール 

３ 策定経過及びスケジュール 

２０２２年 １２月 町田市総合教育会議 
社会環境の変化や策定の方向性

について 

２０２３年 

６月 町田市総合教育会議 素案の策定について 

９月 行政報告 市民意見募集について 

１０月 市民意見募集 

１２月 行政報告 市民意見募集実施結果について 

２０２４年 ２月 
町田市総合教育会議 教育大綱（案）について 

大綱の策定 

※町田市総合教育会議：市長と町田市教育委員会とが教育大綱や教育の重点施策等について

の協議・調整する場

２０２３年９月１１日・１２日 
行 政 報 告 資 料 
政策経営部企画政策課 
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市民意見募集 町田市教育に関する総合的な施策の大綱（素案） 

教育に関する総合的な施策の大綱（教育大綱）は、地方公共団体の教育、学術及び文化の振

興に関する総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針です。 

市では、2015年度から教育大綱を策定し、教育に関する様々な施策を推進しています。2024年

度から 2028年度を対象期間とする第 3期教育大綱の策定にあたっては、継続的な学びの必要性の

高まりや、子どもの権利を尊重する意識の高まりなど、近年の教育に関する環境変化を整理し、「未来を

担う子どもたちと、その育ちを支える人たちに向けた、町田市からのメッセージ」として素案をまとめました。 

広く市民の皆さまのご意見を伺うため、市民意見募集を実施します。 

【募集期間】 

２０２３年１０月１日（日）～１０月３１日（火）（必着） 

【提出方法】 

〇窓口（町田市森野２－２－２２ 市庁舎４階 企画政策課） 

〇FAX（０５０－３０８５－３０８２） 

〇E メール（mcity6380@city.machida.tokyo.jp） 

【留意事項】 

〇電話、窓口での口頭によるご意見はお受けできません。 

〇書式は自由ですが、件名「町田市教育に関する総合的な施策の大綱」は必ずご記入ください。 

〇公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれるものは無効とします。 

裏面へ 
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【大綱の構成】 

○教育大綱は、基本理念と基本方針Ⅰ～Ⅳで構成されています。

○基本理念は、教育大綱の定義や目指す姿を表しています。

○基本方針は、子ども自身の学び、子どもの学びの環境、地域との関わり、生涯学習の４つに分けて

それぞれの方針を示しています。

○各基本方針には、２～３つの見出しを設け、四角枠の中に見出しの解説を記載しています。

【問い合わせ先】 

町田市 政策経営部 企画政策課 ０４２－７２４－２１０３ 

【解説】 

【見出し】 
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町田市教育に関する総合的な施策の大綱（素案）

1.基本理念
この教育大綱は、未来を担う子どもたちと、その育ちを支える人たちに向けた、町田市から

のメッセージです。
デジタル化やグローバル化、多様性を尊重する社会の意識の高まりなどの環境変化を考えた

とき、持続可能な社会の実現に向けて、子どもたちは、自ら学び、自ら考え、そして、自らの
言葉で伝え、思いを実現していく力を身につけていく必要があります。
そこで、町田市では、教育に関する基本理念を

“誰もが自分らしく未来を描き、叶えるまちへ”
とします。

すべての子どもが自分らしく未来を描き、それを叶えるためには、安全・安心な生活があり、
拠り所となる居場所があることに加え、子ども自身が、自分の思いを自由に表明できることが
大切です。そのためには、大人たちは１０年後、２０年後の未来を担う子どもたちのことを
しっかりと考え、一人ひとりの子どもの声に耳を傾け、尊重し、思いを受け止め、その未来の
実現のために何ができるかを、それぞれの立場から考えなければなりません。
町田市は子どもにやさしいまちを目指し、大人も子どもとともに成長していった先には、町

田市で学び、育って、そして暮らしてよかったと誰もが感じられ、それぞれの幸せが生まれる
まちにしていきたいと考えています。

２.基本方針
基本方針Ⅰ 子どもが自分らしく生きていく力を育む

広く確かな知識、心身の健康が、自分の未来を切り拓く源です。確実に知識を身に付け、心身
の健やかな成長の先に、自分が思い描く未来が広がっていきます。そして、学力や健やかな体
に加えて、自分らしく生きていくためには、他の人と比べるのではなく、そのままの自分を認
め、尊重していくことが重要です。自分の考えや思いを表現することが出来て、物事に対して
柔軟に対応出来る力を育み、新しいことにも意欲的に取り組むことが出来るしなやかな心を育
てていきます。

確かな学力、健やかな体、チャレンジする力を育む。

子どもにとって、自ら様々な経験を積み重ねていくことは、心身の成長につながります。学校
以外で、町田市の豊かな自然や文化芸術に触れることや、トップレベルのスポーツを観て、あ
こがれ、自ら体験することで、子どもの健やかな成長を支えていきます。

子どもにとって豊かな経験ができる機会を充実させる。

多様な価値観を持つ他者との関わりの中で、子どもは成長していきます。自分の意見が相手に
上手く伝わらず、時には、ぶつかり合ってしまうこともあります。そのような時こそ、他者の
意見に耳を傾け、お互いに理解しあいながら、ともに力を合わせて行ける力を身に付けていく
ことを目指していきます。

自らの意見を表明し、互いに尊重しあい、協働することができ
る力を育む。

子ども自身の
学びのこと
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基本方針Ⅱ 多様なニーズに応え、学びの環境を整える

子どもは、一人ひとり異なる個性や境遇があります。障がいのある子どもや、海外にルーツの
ある子ども、不登校児童・生徒、ヤングケアラーや困窮家庭の子どもなど、学びの機会を十分
に得られない状況にある子どもは少なくありません。そのため、一人ひとりにあった学びを提
供していきます。

子どもが置かれた状況に関わらず、一人ひとりに応じた、学び
の環境づくりを進める。

子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しています。これらの課題解
決を図るために、教員の働き方を改善することで、教員が一人ひとりの子どもとより丁寧に接
することができる環境を整備していきます。

教員がより一層子どもと寄り添う環境を整備する。

学校は、子どもたちの社会性や人間関係を形成する力を育む「場」としての役割があります。
子どもたちが、多くの時間を過ごす学校において、学校での生活がより充実したものとなるよ
う、新たな教育の場として整備していきます。また、子どもと地域の方々との新たなつながり
を生み出していく拠点となるよう取り組んでいきます。

未来の子どもたちにとってより良い教育環境を整備する。

基本方針Ⅲ 地域ぐるみで子どもの育ちを支え、ともに成長する

家庭をはじめ、学校や地域、団体、事業所等、様々な主体が子どもの育ちを支えるために何が
できるかを考え、実践することが重要です。そうした関わりが、地域全体に広がり、子どもの
育ちを支えていけるよう取り組んでいきます。

家庭・学校・地域などがそれぞれの役割を果たしながらより一
層関わりを深め、子どもの育ちを支える。

地域との交流は、子どもの豊かな経験につながります。１０年後、２０年後の未来を担う子ど
もたちが豊かな創造力を持ち、自ら行動できるようになるために、大人が何が大切かを考え、
実践することで、子どもとともに大人自身も成長するまちを目指していきます。

地域の大人一人ひとりが子どもの育ちに何が大切かを考え、実
践していくことで子どもとともに成長する。

基本方針Ⅳ 生涯にわたり学び、活躍できる環境を整える

DXなどの社会環境の変化やライフステージの変化を契機に、仕事や社会生活で必要な知識や技
術を身に付けていく「学び直し」や、描いた未来を実現するために、学びたいことを学び続け
られる機会を充実させていきます。あらゆる世代が、あらゆる機会に、あらゆる場所で学習し、
それを活かせる人生となるように学びの環境整備に取り組んでいきます。

すべての世代が活躍できるために誰もが生涯にわたり学び続け
られる環境を整える。

町田市には、四季を感じられる豊かな自然や市内の遺跡から発見された考古資料、国際版画美
術館等の文化施設等魅力的な地域資源があります。また、トップレベルのスポーツチームや芸
術劇団、市民レベルの文化活動も盛んに行われています。こうした資源をより活かして、町田
らしい学びの機会を充実させていきます。

誰もが自分らしく豊かに暮らしていくために、豊かな自然、歴
史・文化資源、スポーツなどの町田らしさを活かし、地域や生
活に根差した学びの機会を充実させる。

子どもの学びの
環境のこと

地域との関
わりのこと

生涯学習
のこと
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